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　本年度の研究は，宗教改革史とくに宗教改革左翼の
研究に重点をおいて行なった。その成果は，ヨルダン
社刊r宗教改革急進派」11月30日発行に見られるとう
りである。
　宗教改革運動は，ルター派や改革派に担われて展開
したが，これら正統派プロテスタンチズムの陰に隠さ
れ，決して陽の目を見ないよう彼らによって弾圧さ
れ，歴史から抹殺されてきた傍流の草の根的なラディ
カルな諸改革運動も存在したことを忘れることはでき
ない。ルターから始まるローマ教会教義に対する根底
的批判は，転形期の人々の魂を深く捉え，未曽有の規
模をとった宗教的心情の覚醒を惹ぎ起した。かかる民
衆の宗教的自覚化を背景として，この傍流のラディカ
ルな変革運動が発生してくる。これら運動の指導者は
当初ルターやツヴィソグリら宗教改革者に満腔の信頼
を捧げ，彼らの忠実な支持者として運動に参加してい
た。だが改革者たちが世俗権力と結んでローマに代る
新たな正統派の地位に立ちはじめるや，自己の解する
改革理念が裏切られたとして批判の側に転じ，独自に
その理念のラディカルな実現を試み，ために新旧両派
によって徹底的な弾圧を蒙り，その運動は年代に至る
までにほぼ完全に潰滅せしめられるのである。まさし
く宗教改革を一個の革命になぞらえるならば，これら
傍流のラディカル・リフォメーショソ運動の担い手た
ちは，自己の解する革命理念の徹底化を求めるがゆえ
に権力の座についた正統派によって排斥弾圧され抹殺
せしめられたところの「革命運動のヘテロドキシー」
にも比することができるであろう。彼らの思想と運動
は実に多種多様であり，かつ現代の一部のラディカル
たちと形態的にはすぐれて相似なるものを見出すこと
ができる。そこには，国家から自由なゲマクンデの形
成，一切の外的制度に敵対的な心霊主義，合理主義的
教義批判，徹底した平和主義，教条主義的聖書理解，
歴史的相対主義，千年王国的ユートピアニズム，キリ
スト教的共産主i義等々が，まばゆいぼかりに散りばめ
られているのである。ところで，この運動は，宗教改
革の左翼（ベイントン），ラディカル・リフォメーシ
ョン（ウイリアムズ），民衆的宗教改革（東独歴史家）
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などという名で一括して呼ばれていた。だがそれは決
して統一的運動ではない。しかしにもかかわらずただ
一つ，消極的な点において，彼らすべてに共通のメル
クマールが存在していた。それは，彼らが神の国と地
上の国，真の信仰者と非信仰者，霊と肉という古代以
来連綿と続き，正統派改革者によってもその意義つげ
は異なれ，キリスト教が社会生活に定着するに当って
不可欠の前提として有機的に結合していた二元論を根
底から破壊し，前者を一義的に現実化せんとしたこと
であった。その現実化の方法は千差万別であった。罪
のこの世の現実が圧倒的にのしかかってきた場合に
は，現在から逃避して自分たちだけで神の国をつくろ
うとし（スイス兄弟団系再洗礼派），選ばれた者が多
数となるや暴力をもって背神の徒を絶滅し，神の国の
実現を夢見たし（ミュンツアー．ミュンスター系再洗
礼派），この世での現実化に絶望した場合には，見え
ざる教会こそ実在であり，現世は仮象であるとして観
念の中ですりかえて神の国を「現実化」してしまった
（フランクら神秘主義）。なぜか。彼らラディカルたち
には，正統派的二元論の前提をなす「義人にして同時
に罪人」という信仰者観は土台無縁なものであったか
らである。否，彼らは「同時に罪人」であることに満
足しなかった。さらにこの信仰者観から発する社会的
締結に我慢がならなかった。100％の義人，100％の純
粋な教会を求めてやまない内なる衝動とその可能性の
確信，これがあらゆる色彩のラディカルになべて共通
に潜み，彼らの思想と行動を規定していたのである。
この自己の心情の純粋性を碓i信したところから出発し
た運動なるがゆえに，まさしく彼らは心情的ラディカ
リズムの徒とよぶことができるのである。
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